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新築も！

～新築工事がはじまりました～　　～新築工事がはじまりました～　　

　　　　　　

防音対策もしっかりと

どんなに耐震性の高い家を建てたとしても、それを支える地盤が弱ければ意味がありません。
その為、家を建てる前に地盤の調査を行い、必要に応じて改良を行うことが必要です。今回の
新築工事のお宅は調査の結果、軟弱な地盤だった為「アルファフォースパイル工法」という工
法で地盤補強を行いました。杭（鋼管）の長さは最長 4.2ｍ、杭径 114.3ｍｍ（厚 4.5ｍｍ）。
強固な層まで杭を回転させながら計 27 本を打ち込み、無事、新築工事の準備が整いました。
春になり、新築やリフォーム工事のご依頼が多くなってきました。順次ご紹介していきたいと
思います。

地震に強い家は土台が肝心　「アルファフォースパイル工法」

 部屋を分ける際、
　コンセントを増設したり

写真ではわかりにくいのですが、防音
対策も万全です。吸音用のグラスウー
ルを真ん中に配置し、その両側を遮音
シートで挟んでいます。そしてプラス
ターボード→クロスの順で仕上げをし
ていきます。

まちがいさがし答え：　①女の子の髪飾り　②女の子のおやつ　③タンスの引き出し　④おばあちゃんの目　⑤男の子の上着

～いろんなリフォーム承ります～　～いろんなリフォーム承ります～　

いよいよ

4.2ｍ4.2ｍ

↑いずれは 2 部屋にする予定の設計で
　ドアも 2 枚付いた状態でした。

杭の長さ杭の長さ

↑地盤の状態によって杭の長さが決まりま
　す。今回のお宅は最短 1.6ｍ、最長 4.2ｍ
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BeforeBefore

天井

遮音シート

プラスターボード

　『子ども部屋の間仕切り編』
もともと一つだった部屋を子どもの成長やライフスタイルの変化
に伴い間仕切りしたいと考えたことはありませんか？今回はその
一例をご紹介します。
当初はアコーディオンカーテンで間仕切りをしていましたが、テ
レビや電話などの生活音が気になるので部屋を仕切ってほしいと
いうご依頼をいただきました。吸音用のグラスウール（綿のよう
なもの）や遮音シートを使用し、壁を作り、プライバシーがしっ
かり保たれるようにご提案して施工しました。また、壁紙も天井
と同じ色を選んだことで違和感なく仕上がりました。
部屋を間仕切りする場合、今回のように壁を作る方法の他に、パ
ネルドアで仕切る方法や前述のようなアコーディオンカーテンで
仕切る方法などいくつかあります。お見積りは無料で行っており
ます。お気軽にご相談ください。

家族構成やライフ
スタイルの変化にあわせて

　冷暖房機器を設置する
　ことも可能です。

地中の杭（鋼管）の状態→


